
ＳＣ活動の歩み

取
り
組
み
を
宣
言

国
内
3
番
目
の
S
C

認
証
を
取
得

第
９
回
ア
ジ
ア
地
域

S
C
会
議
を
開
催

総
決
起
大
会
を
開
催

S
C
推
進
条
例
を

施
行

S
C
再
認
証
を
取
得

睦
合
東
中
が
I
S
S

認
証
を
取
得

総
合
計
画
に
取
り
組
み

を
位
置
付
け

21年22年24年27年30年 20年（平成）

5月11月 11月10月11月 4月11月
清
水
小
が
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク

ー
ル（
I
S
S
）認
証
を
取
得

歩み続けて10年

安心・安全なまちへ
　
「
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」と
、住
民
や
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
安
心・安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
の
が「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
S
C
）」の
取
り
組
み
で
す
。市
で
は
平
成

20
年
１
月
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働

で
、事
故
や
け
が
を
防
ぐ
た
め
の
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
が
各
地
で
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
あ
い
さ
つ
運
動
、環
境
美
化
活

動
、健
康
づ
く
り
体
操
な
ど
を
積
極
的
に
展

開
し
た
結
果
、22
年
11
月
、国
内
で
３
番
目

に
W
H
O（
世
界
保
健
機
関
）が
推
奨
す
る

国
際
認
証
を
取
得
。そ
の
後
も
活
動
が
広
が

り
、5
年
後
に
は
再
認
証
も
得
ま
し
た
。

　

来
年
11
月
に
は
、ア
ジ
ア
各
国
か
ら
S
C

に
取
り
組
む
皆
さ
ん
が
本
市
に
集
ま
り
、先

進
事
例
や
研
究
成
果
を
発
表
す
る
国
際
会

議
を
開
き
ま
す
。共
に
見
識
を
深
め
、世
界

に
誇
れ
る
安
心・安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

《
４・５
面
に
関
連
記
事
あ
り
》

問 

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
く
ら
し
安
全
課

☎
225-

2
8
6
5

中央はSCのロゴマーク。認証団体が活動の普及などに活用する
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満足度が上昇した「高齢者が生きがいを感じる社会の実現」の取り
組み。地域包括支援センターへの相談も増加している

介護予防も地域包括ケア社会の実現に向けた重要な
取り組みの一つ

　

施
策
評
価
は
、市
の
施
策
や
事
業
に
対
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
な
ど
を
調
査
し
た「
市

民
満
足
度
調
査
」の
結
果
を
は
じ
め
、ご
み
の
資

源
化
率
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
と
いっ
た
各
施

策
の
達
成
率
を
点
数
化
し
、進
捗
状
況
を
検
証

す
る
も
の
で
す
。本
年
度
は
、30
施
策
の
う
ち

19
の
施
策
が「
順
調
」と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

評
価
の
中
で
も
特
徴
的
だ
っ
た
の
は「
高
齢

者
が
生
き
が
い
を
感
じ
る
社
会
の
実
現
」で
す
。

市
民
満
足
度
調
査
で「
満
足
」「
や
や
満
足
」

と
回
答
し
た
市
民
の
割
合
が
昨
年
度
に
比
べ
て

３・５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、施
策
の
目
標
値
を
達

成
し
た
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
項
目
で
す
。こ

れ
は「
地
域
包
括
ケ
ア
社
会
」の
実
現
に
向
け
、

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
活
を

支
え
る
相
談
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
の
取
り

組
み
を
、市
民
の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
表
れ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

  

一
方
で
、昨
年
度
に
比
べ
て
９
の
施
策
が「
順

調
」か
ら「
お
お
む
ね
順
調
」へ
と
評
価
を
下
げ

ま
し
た
。特
に
市
民
満
足
度
調
査
で
は「
活
力

あ
る
中
心
市
街
地
の
実
現
」や「
快
適
生
活
空

間
の
実
現
」は
、満
足
し
て
い
な
い
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。公
募
市
民
や
学
識
経
験
者
ら

で
組
織
す
る
総
合
計
画
審
議
会
か
ら
は「
全
体

的
に
は
順
調
だ
が
、市
民
満
足
度
な
ど
達
成
率

が
低
い
施
策
も
あ
る
。危
機
感
を
持
って
、さ
ら

な
る
施
策
の
推
進
が
必
要
」と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
評
価
を
受
け
、市
で
は
、結
果
を
十
分
に

分
析
し
た
上
で
、市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、市
民
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、現
在
、「
あ
つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」の
総

仕
上
げ
と
な
る
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
４
期
実
施
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。市
の
将
来
都
市
像「
元

気
あ
ふ
れ
る
創
造
性
豊
か
な
協
働・交
流
都
市

あ
つ
ぎ
」の
実
現
に
向
け
て
、将
来
を
見
据
え
た

長
期
的
視
点
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
☎
225-

2
4
5
5

高
齢
者
福
祉
の
満
足
度
が
上
昇

求
め
ら
れ
る
市
街
地
活
性
化

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て

施
策
評
価
の
結
果
ま
と
ま
る

Zoom Up

30
施
策
の
う
ち
19
が「
順
調
」

　将
来
の
ま
ち
の
方
向
性
を
定
め
た
総
合
計
画
「
あ
つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」
の
進
捗
状
況
を
検
証
す
る
た
め
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
施
策
評
価
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
評
価
の
結
果
は
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
満
足
で
き
る
、
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。施策評価の結果

市民満足度調査

《市の取り組み全般に対する総合満足度》

あまり満足
でない
10.0%

満足でない
3.6% 分からない

13.8%

無回答
7.2% 満足

13.3%

やや満足
52.1%

おおむね順調
11施策
36.7％

順調
19施策
63.3％

市民目線で事業を点検・評価

市民参加型外部評価を実施
　市政の透明性確保と、市民サービス向上のため、7月に市民
参加型の外部評価を実施。「現行どおり」「要改善」「廃止」の三
つの区分で評価しました。評価の結果全ての事業が「要改善」。
評価に基づき、実施内容などの改善を進めます。

　市が進める施策に対する市民の皆さんの満足度を調べる
「市民満足度調査」の結果がまとまりました。調査結果は「あ
つぎ元気プラン」の進行管理などに活用します。

　「あつぎ元気プラン」にある30施策について、市民満足度
調査の結果や施策の達成率を点数化して「順調」「おおむね
順調」「やや遅れ」「遅延」の４段階に評価しました。

《期間》平成29年6月6日～26日
《対象》住民基本台帳を基に無
作為に抽出した市内在住の18
歳以上の男女4000人（うち438
人は継続調査者）
《調査項目》全37項目①子育て、
福祉、保健・医療（5問）②市民生
活、安心・安全、防災（7問）、③教
育、生涯学習、文化、スポーツ（6
問）、④環境、河川（6問）、⑤都
市、道路・交通（4問）、⑥産業、労
働（4問）、⑦行政経営（5問）

《評価対象》
①安心政策・・・子育て、福祉、保健・医療、安心・安全などに関
　　　　　　する９施策
②成長政策・・・学校・社会教育、文化、スポーツ振興などに関
　　　　　　する５施策
③共生政策・・・自然環境、温暖化防止、ごみ対策などに関す
　　　　　　る５施策
④快適政策・・・中心市街地、企業・商業の活性化、農業、産業、
　　　　　　観光などに関する７施策
⑤信頼政策・・・シティプロモーション、市民参加、市民協働、
　　　　　　行財政改革などに関する4施策

問行政経営課☎225-2160

※やや遅れ、遅延と評価された施策はなし

①資源とごみの分別の取り
組み
②環境美化の推進
③地域医療環境の充実

上位3項目

①土地利用による魅力的な
拠点づくり
②多文化共生社会・平和な社
会の実現
③就労・雇用環境の改善

下位3項目 ■学力ステップアップ支援員派遣事業費
■地域づくり推進事業補助金
■児童・生徒登下校等安全推進事業費
■放課後子ども教室推進事業費

■避難所運営委員会運営費交付金
■若者・女性等雇用拡大事業費
■商店会連合会振興費補助金
■シルバー人材センター運営費補助金

対
象
事
業

当日はインターネット中継を実施

2



　よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
広
く
聞
き
、市
政
に
生
か
す

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。市
で
は
、平
成
24
年

に「
市
民
参
加
条
例
」を
制
定
し
、市
民
の
皆

さ
ん
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

仕
組
み
を
整
え
て
い
ま
す
。

条
例
で
仕
組
み
を
整
備

　条
例
の
制
定
や
計
画
の
策
定
な
ど
、生
活
や

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為

に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
た
検

討
が
必
要
で
す
。市
民
参
加
条
例
で
は
、ど
の

よ
う
な
行
為
に
対
し
、ど
の
よ
う
な
手
続
き
で

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
る
か
、手
続

き
の
方
法
や
流
れ
を
定
め
て
い
ま
す
。

手
続
き
の
対
象
や
方
法

　市
民
参
加
条
例
に
規
定
さ
れ
、手
続
き
の

対
象
と
な
る
行
為
に
は
、主
に「
条
例
な
ど
の

制
定
、改
正
ま
た
は
廃
止
」「
計
画
の
策
定
、

改
定
ま
た
は
廃
止
」「
そ
の
他
重
要
な
政
策

な
ど
の
策
定
」の
三
つ
で
す
。検
討
段
階
か
ら

実
施
に
至
る
ま
で
、全
て
の
行
程
や
手
続
き
の

方
法
な
ど
を
広
報
あ
つ
ぎ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
は
、六
つ
の
方

法（
下
欄
参
照
）で
募
集
し
ま
す
。①
〜
⑤

は
、条
例
や
計
画
案
の
検
討
段
階
で
、⑥
は
案

の
最
終
決
定
に
向
け
て
、意
見
や
要
望
を
募

り
ま
す
。手
続
き
の
実
施
状
況
は
、学
識
経

験
者
や
公
募
の
市
民
な
ど
で
構
成
す
る
自
治

基
本
条
例
推
進
委
員
会
で
点
検
し
ま
す
。平

成
28
年
度
に
は
37
件
の
手
続
き
を
実
施
し
、

2
千
件
を
超
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　参
加
者
に
は
、「
一
つ
の
条
例
を
制
定
す
る

の
に
3
回
も
市
民
の
声
を
聞
く
機
会
を
取
り

入
れ
て
い
て
驚
い
た
」「
自
分
も
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
」な
ど
と
、市

政
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
実
感
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　市民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

　多
種
多
様
な
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映

す
る
た
め
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
に
関

心
を
持
って
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。自
治

基
本
条
例
推
進
委
員
会
の
牧
瀬
稔
委
員
長

（
43
）は「
幅
広
い
年
代
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と

で
、皆
さ
ん
が
持
つ
豊
富
な
知
識
や
経
験
が
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る
。市
民
が
自
発
的
に

市
政
に
関
わ
る
こ
と
が
、市
の
さ
ら
な
る
発
展

に
つ
な
が
って
い
く
」と
、重
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見
や
思
い
が
、私
た
ち

の
暮
ら
し
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
え
て
い
き

ま
す
。市
で
は
、ま
ち
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
225-

2
1
4
1

あなたの声がまちづくりに届くまで…

こんな声を反映しました

パブリックコメント
■市営自転車等駐車場条例の一部改正
　問交通安全課☎225-2760・あ221-0260・あ3400＠
　city.atsugi.kanagawa.jp

　いずれも閲覧期間は11月15日～12月15日。閲覧場所
は各課窓口、あ、市政情報コーナー、公民館、本厚木・愛
甲石田駅連絡所、保健福祉センター、中央図書館、あつ
ぎ市民交流プラザ。応募資格は、市内在住在勤在学の
方または市内で活動する個人・法人・団体。応募方法
は、閲覧場所にある用紙を備え付けの「わたしの提案」
箱に投函するか、直接または郵送、ファクス、Ｅメールで
問い合わせ先へ。

の声で
　つくるまち

あな
たの
意見
で

　　
　あ
つぎ
が変
わる

「金田老人憩の家・児童館複合施設の設置に関する
基本方針」

児童館に乳幼児が利用できるキッズルームを設置する
ことを、基本方針に盛り込みました

み ん な

ハイハイできるぐらいの子どもが、安心し
て遊べる部屋を設置してほしい

「人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略」

人口密度と公共交通に関する分析も必要であり、公共
交通路線の徒歩圏に住む人口の状況を検証します

人口密度の検証や市内の交通量調査な
ど、人が生活しやすい空間かどうか、人
口問題を考える上で必要ではないか

問都市計画課☎225-2401

都市計画に関する説明会
■南部産業拠点（酒井地区）の
都市計画素案に関する説明会
　都市計画法に基づく南部産業拠
点（酒井地区）の区域区分などに関
する都市計画素案の説明会を開催
します。
《日時》11月28日、19時～20時
《会場》相川公民館

■地区計画の一部変更に関する
都市計画説明会
　都市計画法第8条（地域地区）の
田園住居地域追加に伴い、地区計
画の一部改正の都市計画変更につ
いて説明会を開催します。
《日時》11月13日、19時～20時
《会場》市役所第二庁舎

いずれも申し込みは当日直接会場へ。

■市個人情報保護条例及び
　市情報公開条例の一部改正
問行政総務課☎225-2287・あ223-4058・あ0650＠
city.atsugi.kanagawa.jp

■建築基準条例の一部改正
　問建築指導課☎225-2432・あ223-0166・あ5700＠
　city.atsugi.kanagawa.jp

市民参加のまちづくり
あなたの声をまちづくりに
Zoom Up

　市民の皆さんの声を取り入れてまちづくりを進めるには、市の情報を公開し、
お互いに意見を共有する必要があります。市では、条例の制定や重要な計画な
どを策定する際、市民ニーズを的確に捉えたまちづくりに取り組んでいます。

平成29（2017）年11月1日3

市役所

市役所 案

市役所 ①審議会
②市民会議
③意見交換会
④ワークショップ
⑤意向調査

⑥パブリックコメント

私たちの意見って、
行政には届かない
のかな

私たちの生活
にどんな影響
があるのか

市にとって本当に
必要なことなの

勝手に決
められてし
まうのでは

まずは、①～⑤の
方法で声を聞き、そ
れを元に案を作成
していきます

作成した案を
決定する前に、
広く公表し、意
見を聞く場を
設けます

このようにさまざまな手続きを経て、市
民の皆さんの意見を取り入れた条例や
計画、政策が決められていきます

市役所

いいえ、条例や計
画、重要な政策を
つくるときは、市
民の皆さん
の意見を募
集します
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社
会
全
体
で
安
心・安
全
に
取
り
組
む
ま
ち
や
地
域
を「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
Ｓ
Ｃ
）」と
い
い
、Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）が
推
奨
し
て
い
ま
す
。市
で
は
平
成
20
年
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
活
動
を
始
め
、二

度
の
国
際
認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。取
り
組
み
開
始
か
ら
10
年
が
経
つ
今
も
、市
内
各
地
で
安
心・安
全
へ

の
意
識
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。         
問
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
く
ら
し
安
全
課
☎
225-

2
8
6
5

　

交
通
事
故
や
犯
罪
な
ど
、
日
常
に
は
多
く

の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
の
活
動
は
、

こ
う
し
た
事
故
や
事
件
を
地
域
や
行
政
、
警

察
な
ど
、
社
会
全
体
で
未
然
に
防
い
で
い
こ

う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。
か
つ
て
本
厚
木

駅
周
辺
を
中
心
に
事
件
や
事
故
、
自
転
車
の
放

置
、
落
書
き
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
た
本
市
で

は
、
「
怖
く
て
、
汚
い
ま
ち
」
と
い
う
印
象

（
体
感
治
安
）
を
改
善
し
よ
う
と
Ｓ
Ｃ
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
以
来
、
自
治
会
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
が
広
が

り
、
着
実
に
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
件
や
事
故
の
予
防
は
、
Ｓ
Ｃ
活
動
の
柱

の
一
つ
で
す
。
市
内
で
は
２
１
７
あ
る
自
治

会
を
中
心
と
し
た
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は

じ
め
、
青
色
回
転
灯
搭
載
車
（
青
パ
ト
）
に

よ
る
見
回
り
、
不
審
者
か
ら
身
を
守
る
緊
急

避
難
場
所
「
か
け
こ
み
ポ
イ
ン
ト
」
の
普
及

な
ど
、
見
せ
る
警
戒
を
積
極
的
に
展
開
。
そ

の
効
果
と
し
て
、
平
成
20
年
に
４
２
２
４
件

あ
っ
た
刑
法
犯
認
知
件
数
は
28
年
に
は
２

３
８
２
件
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

南
毛
利
地
区
に
あ
る
厚
木
中
央
高
校
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
た
ち
が
毎
週
３
回
、

地
区
内
の
小
・
中
学
校
の
周
辺
な
ど
を
巡
回

し
て
い
ま
す
。
参
加
す
る
の
は
「
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
「
小
さ
い

頃
に
見
守
っ
て
も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
持
っ
た
30
人
の
生
徒
た
ち
。
活

動
を
通
じ
て
地
域
や
警
察
と
交
流
を
深
め
る

貴
重
な
経
験
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元

の
温
水
第
一
自
治
会
の
井
萱
修
己
会
長

（
68
・
温
水
）
は
「
彼
ら
の
よ
う
な
若
者
に

地
域
の
防
犯
活
動
を
担
っ
て
も
ら
え
て
頼
も

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
３
年
生

の
成
井
啓
さ
ん
（
17
・
愛
甲
西
）
は
「
自
分

た
ち
の
活
動
で
同
世
代
の
防
犯
意
識
を
高
め

た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
の
精
神
は
、

若
い
世
代
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
交
通
安
全
対
策
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
登
下
校
時
間
に

合
わ
せ
た
子
ど
も
の
見
守
り
や
子
ど
も
の
命

を
守
る
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
普
及
な
ど

を
全
市
を
挙
げ
て
実
施
。
地
域
や
警
察
、
行

政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
続
け
た
結

果
、
20
年
に
１
７
５
１
件
だ
っ
た
交
通
事
故

は
、
28
年
に
９
５
２
件
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。
市
内
で
広
が
る
見
守
り
活
動
に
取
り
組

む
の
は
、
多
く
が
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

団
体
で
す
。
そ
ん
な
中
、
妻
田
小
に
程
近
い

交
差
点
で
は
、
10
年
以
上
も
前
か
ら
自
主
的

に
見
守
り
を
続
け
る
女
性
が
い
ま
す
。

　

山
田
玲
子
さ
ん
（
80
・
妻
田
南
）
は
、
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
孫
を
見
送
り
に
い
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

交
通
量
が
多
い
交
差
点
を
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
渡
る
状
況
に
危
険
感
を
覚
え
、
今
日
ま
で

見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
「
事
故
が
な
く
て

良
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
山
田
さ
ん
。
「
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
見
届
け
る
こ
と
が
一
番
の

楽
し
み
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。
彼
女
の
思
い

は
地
域
に
広
が
り
、
今
年
か
ら
地
元
自
治
会

を
上
げ
て
の
取
り
組
み
に
発
展
し
ま
し
た
。

「
体
力
が
許
す
限
り
続
け
た
い
」
。
笑
顔
を
楽

し
み
に
今
日
も
山
田
さ
ん
は
交
差
点
で
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｃ
へ
の
取
り
組
み
が
地
域
の
皆
さ
ん
に

よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
る

一
方
、
市
も
こ
の
10
年
間
で
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

20
年
５
月
に
Ｓ
Ｃ
の
認
証
取
得
を
宣
言
す

る
と
、
22
年
11
月
に
は
国
内
で
３
番
目
に

国
際
認
証
を
取
得
。
世
界
基
準
の
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
23
年
か
ら
重
点
的
に
防
犯

活
動
に
取
り
組
む
安
心
・
安
全
Ｓ
Ｃ
推
進
地

区
を
指
定
。
こ
れ
ま
で
に
市
内
１
４
３
箇
所

の
地
域
と
連
携
し
て
防
犯
対
策
を
積
極
的
に

進
め
て
き
ま
し
た
。
活
動
は
教
育
環
境
に
も

波
及
し
、
清
水
小
学
校
と
睦
合
東
中
学
校
で

は
、
学
校
版
Ｓ
Ｃ
と
い
わ
れ
る
「
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
」

の
活
動
に
取
り
組
み
、
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
妻
田
小
学
校
で
も
認
証
取
得

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
23
年
11
月
に

は
、
Ｓ
Ｃ
の
普
及
活
動
と
他
市
町
村
と
の

情
報
共
有
を
目
的
に
、
全
国
Ｓ
Ｃ
推
進
自
治

体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
立
。
会
長
市
と

し
て
、
全
国
16
の
自
治
体
の
ま
と
め
役
を
務

め
ま
し
た
。
24
年
10
月
に
は
、
市
民
協
働

に
よ
る
Ｓ
Ｃ
の
推
進
を
定
め
た
Ｓ
Ｃ
推
進
条

例
を
全
国
で
初
め
て
作
成
す
る
な
ど
、
幅
広

い
活
動
を
展
開
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
27
年
11
月
、
再
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。
来
年
の
11
月
に
は
Ｓ
Ｃ
に
取
り
組
む

ア
ジ
ア
地
域
の
方
々
が
市
内
に
集
ま
り
、
先

進
事
例
や
活
動
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
ア

ジ
ア
地
域
Ｓ
Ｃ
会
議
を
開
催
し
、
全
世
界

に
向
け
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
地
道
な

活
動
の
結
果
、
事
件
や
事
故
を
減
ら
す
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
課
題
は
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
年
に
１
度
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ニ
ー
ズ
を
お
聴
き
す
る

市
民
意
識
調
査
で
は
、
依
然
と
し
て
19
％
の

方
が
駅
周
辺
の
治
安
に
不
安
を
感
じ
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
43
・
２
％
だ
っ
た
10
年
前

に
比
べ
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
「
夜

道
で
怖
い
思
い
を
し
た
」
「
不
審
者
に
声
を
掛

け
ら
れ
た
」
な
ど
の
声
も
あ
り
、
誰
も
が
安

心
で
き
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
も
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

Ｓ
Ｃ
の
実
現
・
維
持
は
、
ま
ち
全
体
で
取

り
組
む
も
の
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
各
々
が

事
故
や
け
が
を
防
ぐ
意
識
を
持
つ
こ
と
が
肝

心
で
す
。
日
頃
か
ら
危
険
な
場
所
や
行
動
を

避
け
、
地
域
の
Ｓ
Ｃ
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、

一
人
一
人
の
心
掛
け
を
き
っ
か
け
に
、
安

心
・
安
全
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
見
せ
る
警
戒
」で
地
域
を
守
る

広
が
る
見
守
り
活
動

全
国
有
数
の
安
心・安
全
な
ま
ち
へ

一
人
一
人
が
Ｓ
Ｃ
の
担
い
手
に

　市内で日頃から防犯活動
に取り組んでいる団体の活動
事例を発表します。

　普段の何気ない心掛けが安心・安全につながります。まずは
身近なことから始めてみましょう。

防犯への理解を深める
安心・安全な
まちづくり研修会

今日から始めよう、ＳＣ活動

　アジア地域を中心に安心・安全に関する研
究の成果を発表する国際会議を開催します。

世界の安心・安全を学ぼう
アジア地域
セーフコミュニティ会議

　国内でＳＣに取り組み始めて10年以上が経過
したことで、全国的に安心・安全の意識が根付い
てきたと思います。次のステップは、具体的に各地
域が抱える課題の解決です。それには、地域のこ
とを良く知る住民の皆さん一人一人の参加が必
要になりますが、いかに活動に対して興味を持っ
てもらうかが鍵になります。
　国内初のＳＣ認証都市である京都府亀岡市で
は、活動への参加者を増やそうと、ドライブレコー
ダーを使った地域の見守りを始めました。車の運
転が防犯対策につながるため、気軽に参加できる
というメリットがあります。犯罪や事故が起きた際に
証拠として活用も可能で、実際に痴漢容疑者の
検挙に大きく貢献しています。
　亀岡市を参考に、皆さんの生活の中で、ＳＣに
役立ちそうなことを考えながら活動に参加すると
面白いかもしれません。その発想を地域で具現化
して、課題の解決につなげていってほしいです。

課題解決には一人
一人の参加が鍵
一般社団法人
日本セーフコミュニティ
推進機構 代表理事
白石 陽子 さん（48）

第
9
回

子どもたちが安心して学校に登校できるよう見守りを続ける山田さん

市内では115台の青パトが巡回し地域の防犯意識を強化

防犯パトロールに励む厚木中央高校の生徒たち

市役所の西側側面の壁には認証マークが表示されている

国内3番目・世界223番目に認証を取得 日常に潜む危険を発見するトレーニングヘルメットの普及率は90％を超える

入場無料

3 ケータイSOSネットを活用

2

1

かけこみポイントに登録

登下校時に、散歩や家の回りを清掃

平成29（2017）年11月1日 45 広報あつぎ  

【日時】 11月15日 
　　　 13時30分～15時
【場所】 文化会館
【定員】 382人
あ当日直接会場へ。先着順。　

【日時】 平成30年11月12日～15日
【場所】 アミューあつぎほか
【内容】 SCや安心・安全に関する先進事例に
　　　 ついて講演や活動成果の報告
あ平成30年2月から申し込み開始。詳しくは
市ホームページをご覧ください。

市内の刑法犯認知件数の推移4500
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メールマガジンを登録して防犯・防災情報をチェックしましょう

子どもたちを危険から守るために、緊急避難場所の登録をしましょう

学校の登下校の時間に、近所の散歩や家の回りを掃除することで、
子どもを見守る目が増え、防犯効果があります
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９
月
22
日
、子
育
て
中
の

保
護
者
が
市
長
や
教
育
長

ら
と
子
育
て
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
す
る「
子
育
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ト
ー
ク
」を
あ

つ
ぎ
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
は
、小
林
市
長
が

掲
げ
る「
現
地
対
話
主
義
」

の
一
環
で
、保
護
者
の
皆
さ

ん
か
ら
直
接
話
を
聴
き
、子

育
て
や
教
育
の
施
策
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
、毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。本
年
度
は
、「
地
域
で
の
子
育
て
支
援
」や「
子
ど

も
を
守
る
た
め
の
家
庭
で
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
11

月
22
日
ま
で
7
回
実
施
し
ま
す
。

　

初
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、子
ど
も
と
保
護
者
が
一
緒
に

地
域
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
や
子
ど
も
が
携
帯
電
話

を
持
つ
際
の
家
庭
で
の
状
況
・
約

束
事
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
、長
坂
南
公
園

の
東
側
に
約
１
０
０
㍍
の
巨

大
な
壁
画
が
登
場
し
ま
し

た
。壁
画
の
制
作
は
、市
と
ま

ち
の
環
境
美
化
に
取
り
組
む

市
民
団
体「
エコ・ア
ッ
プ・あ
つ

ぎ
」に
よ
る
市
民
協
働
事
業

の一
環
で
、東
京
工
芸
大
学
の

学
生
の
協
力
を
得
て
実
現
。

雨
の
中
、地
域
の
子
ど
も
た

ち
や
自
治
会
の
会
員
な
ど
約

１
０
０
人
が
集
ま
り
、壁
に
地
域
の
四
季
を
描
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
落
書
き
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
絵
を

見
て
や
め
て
く
れ
れ
ば
」「
大
き
な
絵
を
描
け
て
楽
し
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。エ
コ・ア
ッ
プ・あ
つ
ぎ
の
井
寛

明
さ
ん（
53・林
）は「
描
い
て
い
る
姿
や
完
成
し
た
壁
画
を
見

た
人
に
も
落
書
き
防
止
の
取
り
組
み
が
広
が
れ

ば
」と
話
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、落
書
き
防
止
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成
す
る

な
ど
、落
書
き
を
許
さ
な
い
意
識
を
市
全
体
に
広

げ
て
い
き
ま
す
。

　

買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
世
帯
な

ど
を
支
援
し
よ
う
と
、
市
と
市
農
業
協
同
組
合
が

10
月
４
日
、県
内
初
と
な
る
移
動
販
売
車
を
用
い
た

買
い
物
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
移
動
販

売
車
を
使
っ
て
市
内
の
農
畜
産

物
な
ど
を
販
売
す
る
組
合
に
対

し
、
市
が
販
売
場
所
と
し
て
公

共
施
設
６
カ
所
を
無
償
で
提
供

す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
こ
れ

ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

要
望
の
多
か
っ
た
買
い
物

の
移
動
手
段
確
保
の
課
題

解
決
や
地
産
地
消
の
推
進

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

販
売
車
の
運
行
は
11
月

６
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
清

川
村
を
含
め
た
８
コ
ー
ス

22
カ
所
を
週
４
日
回
り
、

市
内
産
の
新
鮮
な
食
材
を

届
け
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
マ
マ
さ
ん
や
パ
パ
さ

ん
か
ら
、
子
育
て
に
関
す
る
課
題
や
意

見
を
直
接
お
伺
い
す
る「
子
育
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ト
ー
ク
」
を
９
月
か
ら
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

市
長
就
任
か
ら
間
も
な
い
平
成
　

19
年
度

か
ら
、約
90
回
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
切
実
な
声

は
、
小
児
医
療
費
の
助
成
拡
充
や
子
ど
も

用
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
補
助
な

ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
小
・
中
学
校
を
訪

問
し
て
き
ま
し
た
。
教
育

長
や
教
育
委
員
と
意
見
を

交
わ
す「
総
合
教
育
会
議
」

で
、
教
員
の
多
忙
化
が
話

し
合
わ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ち
ょ
っ

と
見
た
だ
け
で
理
解
で
き

な
い
の
は
承
知
の
上
で
す

が
、
特
別
支
援
教
育
介
助

員
や
元
気
ア
ッ
プ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
、
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援

員
、
給
食
費
公
会
計
化
な
ど
の
効
果
に

つ
い
て
現
場
の
声
を
聴
い
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
生
き
生
き
と
活
動
す
る
子

ど
も
た
ち
、
授
業
や
部
活
動
、
事
務
作

業
に
奮
闘
す
る
先
生
た
ち
の
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
厚
木
市
が
掲
げ

る「
子
育
て
・
教
育
環
境
日
本
一
」
に
は
、

学
校
や
地
域
、
家
庭
の
信
頼
関
係
と
連

携
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ら
を
し
っ
か

り
と
つ
な
ぎ
、
日
本
一
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
組
み
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

保護者の生の声を直接聴き、施策に反映

子育てコミュニティトーク開催中
保護者と市長・教育長が意見を交換

「あつぎキッズガイドプロジェクト」始動
英語で外国人をおもてなし

2020年東京オリンピック・パラリンピック（東京五輪）に向けて、ホスト
タウンとなったニュージーランドとの交流事業などを紹介します。

日　程 内　容 会　場
毎週水・土・日曜、祝日

11月 1日～30日

11月 9日～21日
11月 11・12日
11月 11日～12月1日
11月 13日
11月 14・22日
11月下旬

NZの星空がテーマのプラネタリウム投影
NZの料理やワインなどを提供、ラグビーNZ
代表「ALL BLACKS」グッズの特別販売
NZに関する書籍や絵本の展示
NZ在住の写真家・中村太一さんの写真展
あつぎNZフェア（フードやお菓子の販売）
NZ映画の特別上映会
NZの食材を使った特別給食
NZ企業による食育講座
NZ大使館などによる国際理解講座

子ども科学館

市内各店舗

中央図書館
あつぎアートギャラリー
厚木中央公園
映画 .comシネマ
市内小学校
市内一部小学校
市内中学校

オ ー ル   ブ ラ ッ ク ス

市民団体らが壁画を制作
カラフルな壁画が登場

ＪＡあつぎと協定を締結
移動販売車で買い物を支援

壁画は小学生の絵を基にデザインした

東名中でサッカー部の顧問や生徒たちと

大貫盛雄組合長（左）と農業
と福祉の連携を約束 移動販売車「ゆめみちゃん号」

　11月の1カ月間、市内の企業
や店舗の方々にご協力をいただ
き、市民の皆さんにより一層
NZに親しみを感じてもらうた
めの交流事業を実施します。

問企画政策課 ☎225-2451

NZフェアには鮎まつりで好評だ
ったラムチョップも登場

※学校での交流事業は、一般の方は参加できません。

Feel of NZ ～食べて、見て、
感じるNewZealand～

　
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
で
あ
る
市
は
、３
年
後
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
市
を
訪
れ
る
選
手
や

サ
ポ
ー
タ
ー
を
支
援
す
る
子
ど
も

た
ち
を
育
て
よ
う
と
、「
A
K
G

（
あ
つ
ぎ
キ
ッ
ズ
ガ
イ
ド
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始
め
ま
し
た
。９

月
23
日
、ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
で
開
催
し
た
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、英
語
で
の
自
己
紹
介
や
ジ
ェス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、バ
ン
ダ
ナ
に

絵
を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
を
実
施
。参
加
し
た
23
人
の

子
ど
も
た
ち
は
、学
校
で
習
う
授
業
と
は
違
う
体
験
学
習
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、平

成
30
年
２
月
ま
で
に
６

日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
、市
内
の
子
ど
も
た

ち
72
人
が
参
加
す
る
予

定
で
す
。今
後
は
、も
の

づ
く
り
や
調
理
体
験
な

ど
に
英
会
話
の
み
で
取

り
組
み
、実
践
的
な
英
語

力
を
養
い
ま
す
。

英語でＡＬＴや参加者がコミュニケーション

ニュージーランド

あ
き

い　

ひ
ろ
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インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター 検 索

　今回の特集では、来年で10年を迎
えるセーフコミュニティ（ＳＣ）の活動

について取り上げました。地域で取り組む子どもたちの見守り
活動や防犯パトロールに同行したところ、元気にあいさつを返
す子どもや大人たちの姿がとても印象的でした。ご近所同士
の付き合いが希薄になっているとニュースでよく耳にする中で、
ＳＣの活動が住民同士のコミュニケーションを深める機会として
も、地域に根付いているのだと実感しました／佐藤

10月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆親子で触れ合える時間は本当に貴重なので、大切に
したいと思った／ 20代女性◆スポーツを始めたいと
思っても、ジムへ行くのはハードルが高いので「ふらっ
とスポーツ」はとても良い企画／ 30代女性◆予防接
種を受けることがまん延を防ぐことにもつながるとい
う話がとてもためになった／ 60代男性◆他の自治会
が活動している様子を知ることは、自分の地域の参考
にもなって良い／ 70代以上男性

　J-ALERTの情報伝達体制確認
のため、防災行政無線で試験放送
を実施します。
　
　気象状況により中止になる場合
があります。

全国一斉情報伝達訓練
（J-ALERT）

ジェイ ア ラ ー ト
全国瞬時警報システム

問危機管理課☎225-2190

《日時》１１月１４日 11時～

　11月12日、10時～ 15時。七沢
自然ふれあいセンター。ピザ作り、
焼きマシュマロ、草木染、丸太切り、
ミニ縁日、模擬店など。入場無料。
あ当日直接会場へ。問七沢自然ふ
れあいセンター☎248-3500。

　11月25日、10時～15時（雨天時
は屋内種目のみ）。荻野運動公園。
ソフトテニス、テニス、ターゲット・バー
ドゴルフ、ペタンク、ティーボール、民踊、
卓球、ニュースポーツ、バドミントン、
体力測定。総合型地域スポーツクラ
ブ「SCD厚木」が幼児・小学生
走り方教室、幼児サッカー教室を同
時開催。スタンプラリー参加でプレ
ゼントあり。無料。室内履きをお持ち
ください。あ当日直接会場へ。問ス
ポーツ推進課☎225-2531。

　11月14日（予備日16日）、9時30
分～14時30分。観光ガイドと谷太
郎川渓谷、二の足林道を歩く。定
員50人。500円（資料代、保険料。
温泉入浴希望者は別途500円）。
あ 11月1日～7日に東丹沢七沢観
光案内所☎248-1102へ。先着順。
あ162618

　11月8日、11時～12時。愛甲児童館。
子どもの発達を促す遊びを保育士か
ら学ぶ。無料。あ当日直接会場へ（駐
車場はありません）。問療育相談セン
ターまめの木☎225-2252。

　11月12日、10時30分～12時。市斎場。
施設の見学と葬儀の説明。定員30人。
無料。あ11月1日～11日に市斎場☎
281-8595へ。先着順。

　11月25日、10時～15時。アミュー
あつぎ。約20店舗によるアクセサリー
や洋服、雑貨などの手作り品の販
売、ワークショップなど。問商業にぎ
わい課☎225-2834。

　11月19日（雨天中止）、9時～ 13
時30分。厚木中央公園。日用雑貨や
衣料品などの不用品を130店舗が販
売。問環境政策課☎225-2749。

　11月19日、①9時40分～12時30
分②13時40分～16時30分。アミュー
あつぎ。あつぎえんぴつの会による、
映画「こんばんは」の上映と前文
部科学事務次官・前川喜平さんの
講演。定員100人。無料。あ当日
①9時10分②13時10分から整理券
を配布。先着順。問市民協働推進
課☎225-2141。

　12月9日、9時～12時。消防本部。
応急手当の必要性、心肺蘇生法、
自動体外式除細動器（AED）の取り
扱いなどを学ぶ。市内在住在勤在
学の中学生以上30人。無料。あ11
月27日までに救急救命課☎223-
9365へ。抽選。ああ162842

　12月3・9・10日（全3回）、9時
15分～17時15分。保健福祉セン
ター。心肺蘇生法や自動体外式除
細動器（AED）の取り扱いなどを
学ぶ。検定合格者に認定証を交付。
15歳以上で全日程に参加できる方
30人（市内在住在勤在学の方優

先）。3200円。あ往復ハガキに講
習会名（継続研修の方は有効期限・
認定証番号を記載）、〒住所、氏名
（ふりがな）、性別、生年月日、電話
番号、市外の方は勤務先または学
校名を書き、11月24日（必着）まで
に〒243-8511福祉総務課☎225-
2200へ。抽選。ああ172476

　「火の用心 ことばを形に 習慣に」
をスローガンに、秋の火災予防運動
を実施します。
　《啓発活動》消防署や消防団の
消防車による巡回や立入検査を実
施《サイレン吹鳴》11月9日、7時。
火災とお間違えないようご注意くださ
い。問予防課☎223-9371。

　《試験日》12月10日《対象》昭和
58年4月2日以降に生まれた方で①
看護師の免許を持つ②平成30年実
施の看護師国家試験で看護師免許
を取得見込み―のいずれかに該当す
る方35人。あ市立病院、市役所本
庁舎、本厚木・愛甲石田駅連絡所に
ある申込書（市立病院ホームページ
からダウンロード可）に必要事項を書
き、直接または郵送で、11月29日（消
印有効）までに〒243-8588水引1-
16-36病院総務課☎221-1570へ。

　11月16日、①11時15分～12時30分
②13時45分～16時15分。文化会館。
①平成31年10月から実施する消費税
の軽減税率制度②年末調整や法定
調書・給与支払報告書の作成などに
ついての説明会。事業所や事業主の
方。無料。あ当日直接会場へ。問
消費税・年末調整・法定調書＝厚木
税務署☎221-3261。給与支払報告
書＝市民税課☎225-2011。

　11月17日、19時～20時30分。相
川公民館。平成28年度決算（9月
定例会議）の審議概要の報告、「厚
木のまちづくりについて」がテーマの
意見交換。あ当日直接会場へ。問
議会総務課☎225-2701。

　教育委員会の取り組みに対する
学識経験者と公募市民からの意見
や助言をまとめた「点検・評価報
告書」を作成しました。対象は、実
施事業を定める教育充実プランに位

置付けた平成28年度の主要64事
業です。報告書はあや市政情報コー
ナーでご覧いただけます。問教育総
務課☎225-2663。

　11月12日、13時30分～16時30分。
相模原市大野南公民館。皮膚・
排泄ケア認定看護師の講演、グルー
プ懇談、個別相談、装具の展示な
ど。人工肛門・ぼうこう保有者とそ
の家族や関係者70人。無料。あ
当日直接会場へ。問日本オストミー
協会神奈川支部☎080-5027-5780。

　パートナーからの暴力などの相談
を受け付ける「女性の人権ホットライ
ン」強化週間を実施します。相談は、
人権擁護委員や法務局職員が電話
で応対し、秘密は厳守します。
　《日時》11月13日～19日、8時30
分～19時(土・日曜は10時～17時)
《相談ダイヤル》☎0570-070-810
《費用》無料。問横浜地方法務局
人権擁護課☎045-641-7926。

　11月25日、13時～16時30分。慶
應義塾大学湘南藤沢キャンパス。
同大学教授による基調講演、企業
によるパネルディスカッション、自動運
転車の展示・試乗（抽選）。あ11
月20日までに県ホームページから。
問県産業振興課☎045-210-5652。

　市教育委員会
は、教育委員会
委員の任期満了
に伴い、10月16日
付けで、新たに
森 厚子さん（58）
を教育委員会委
員に任命しまし
た。問教育総務課☎225-2600。

斎場施設見学会

年末調整等に関する説明会

自動運転フォーラム

女性の人権ホットライン強化週間
市民ふれあいマーケット

日本赤十字救急員養成講習会

応急手当普通救命講習会
厚木の奥入瀬・谷太郎川
渓谷の紅葉ハイキング

や　　た　 ろ  う

ふれあいデー
～ななさわアウトドアフェス～

第１5回あつぎスポーツ
レクリエーションフェスティバル

あそぼう！まなぼう！
まめの木タイム

11月9日～15日は
秋の火災予防運動

映画上映・講演会
「公立夜間中学って知ってますか」

アミューあつぎ
ハンドメイドマルシェ

第 11回議会報告会・
市民と議会の意見交換会

教育委員会点検・評価
報告書を作成

10

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

教育委員会委員の任命

オストメイト社会生活訓練事業相談会

市立病院看護職員を募集

森 厚子 氏

10

【訂正】10月15日号の1面に掲載し
た「あつぎ七沢森のまつり」の開催
時間は9時30分～15時でした。11
月2日の前夜祭は開催しません。お
わびして訂正します。

日 月 火 水 木 金 土

876543
16
9

15

21

1413121110
23
30

22
29

21
28

20
27

191817
262524

31

12月
日 月 火 水 木 金 土

1098765
21

18
11

17

43

1615141312
252423

30
22
29

212019
282726

11月 マイタウンクラブ

あ＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話番号　あ＝ファクス番号　
あ＝Eメール　あ＝市ホームページ
＝GENKI ポイント対象事業

　印の番号で、ウェブ上から詳し
い情報を確認できます。「 あ」
と記されたものは、申し込みも
できます。

平成29（2017）年11月1日7



●　アキアカネ　●
トンボ科

　全長32～46㍉ほど。黄色だった体は成
熟すると腹部が朱色になる。雄は雌より
もより赤くなる。この時期、水田や池沼、
湿地などを見つけ産卵する／下川入の水
辺で見つけた。 写真・文 /吉田文雄

厚木市の人口
（10月1日現在） 9万8145世帯（前月比44世帯増）世帯数 22万5693人（前月比23人減） 男11万6655人・女10万9038人人　口

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱横浜メディアアド☎045-450-1804へ。

　星空の美しい夜明けは辺りの空
気が冷え込むが、日が昇ると一変
する。どこからともなくアキアカネ
が次々と現れてきた。石の上は体
が温まりやすいのか、腹ばいのま
ま死んだように動かない。
　水たまりに差し込む光の中に、
キラリとトンボの羽が踊った。そっ
と近づくと、連結したアキアカネた

ちが思い思いに飛び交い、人の気
配も気にせずわれを忘れ、水や泥
の中に産卵していた。
　アキアカネは暑い夏を山で過ご
し、秋に里山で産卵活動を行う
が、産卵場所の減少や農薬などの
影響で以前よりその数は減少して
いる。トンボや水生昆虫の生息す
る水環境を大切にしたい。

8平成29（2017）年11月1日29（2017）年11月1日

百花繚
乱

世界八
カ国 堂

々集結11月11
日　　・12

日　　11時
～18時

土
日

同 時 開 催 イ ベ ン ト

　ジャグリングに手品、ダンス、パントマイ
ム_。多彩なパフォーマーたちが集い、街中
がステージに早変わり。この2日間でしか味
わえない感動や不思議を体感しませんか。
■商業にぎわい課☎225-2834問

◆あつぎグルメフェア（MAP❶）
◆まち元気物産フェア（MAP❷）
◆第36回あつぎ技能祭（MAP❷）
◆厚木商工会議所女性会ちんどん屋＆
　工作教室＆おりがみ教室（MAP❷）
◆南口ホコ天まつり（11日のみ、MAP❸）
◆第8回あつぎ消防団ふれあい広場（12日のみ、MAP❹）
◆スーパーキッズランド（MAP❺）
◆CHIKAフェス（MAP❻地下）

チ カ

大手公園

厚木公園

中央図書館

フードコート

イオン厚木店
保健福祉
センター

サンパーク中町公園

北口

南口

本厚
木駅

小
田
原

新宿ミロード

花の公園

アミューあつぎ

レンブラントホテル厚木

厚木中央公園

厚木一番街
市役所

駐車場

厚木一番街

❷

❹

❶

❸

❻

❺

MAP

物産エリア 大道芸演技ポイント
インフォメーション

あゆコロちゃんグッズ販売場所

大

❸❸

キッズエリアには似顔絵や
フェースペイントコーナー
があるよ




